
大雪山校外学習夏隊レポート  
慶應義塾高等学校 3 年 

3 年選択地学Ⅱ（気象）履修  S.K 

 

目的  

 エコログや GPS、その他さまざまな機器を用いて、登山しながら計測をすることにより

データを収集し、大雪山の気象に対する理解を深める。 

 

観測  

１日目 

① 事前に学校でエコログに温度、湿度、気圧を 10 分ごとに 3 日間測定するように設定

し、一度家に持って帰った。8 月 29 日に家からエコログを持って出発し、羽田空港から旭

川空港までは手荷物として機内に持ち込んだ。旭川空港から大雪山の宿舎までは座席に荷

物と一緒に置いておいた。 

② 宿舎到着後、宿舎から天女が原までハイキングをして標高が 20ｍあがるごとに各種機

器とエコログで計測を行った。エコログの測定間隔は 2 分間とした。天女が原から宿舎に

帰るときも同じように計測をした。 

2 日目 

 １日目②と同じ設定にしたエコログと各種機器を持って大雪山登山に挑戦した。標高

2000m 付近で天候が悪化したため、ロープウェイの駅へ引き返した。 

３日目 

 宿舎でエコログに温度・湿度・気圧を 10 分ごとに 3 日間測定するように設定した。宿

舎から北海道教育大学までバスで移動した。帰りの新千歳空港から羽田空港に向かう飛行

機では貨物室のデータを取るためにエコログは荷物として預けた。羽田空港について家に

持って帰ってから計測を打ち切った。 

 

結果と考察  

１日目①の観測結果 その１（エコログデータ） 

 エコログデータの気温と相対湿度の変化を図１に示した．グラフの前半部分で気温・湿

度が大きく変化しているが、測定開始から 33 時間より前のデータは僕の家の中の気温と

湿度なので観測とは直接関係しない。 

 測定開始から 33 時間後の気温が最も低く 21.3℃をさしている。測定開始から 33 時間後

（午前 6 時ころ）はちょうど僕は横浜にいたので気象庁のサイトでその時間の横浜の気温

を調べてみると 18.1℃だった。その後時間がたつにつれて気温が上がっていくが、35 時

間後を境に少し下がっている。これは航空機内の空調によるものであると思われる。 

 飛行機を降りたときの気温はエコログによると 24.5℃ほどだが、旭川のそのときの気温

は気象庁によると 19.6℃だった。飛行機を降りてから 2 時間くらいはエコログに記録され



た気温は 25℃付近で安定しているが、そのときの旭川の気温は気象庁によると 20℃前後

だった。さらに測定開始 38 時間後から 39 時間後にかけて気温が 2℃上昇して最高で 27.4℃

に到達しているが、気象庁のデータではここまで高くなっていない。 

 全てにおいてエコログのデータは気象庁のデータを大きく上回っている。気温のデータ

は航空機、バス、ショッピングセンターなどの空調やエコログを所持している人の体温に

影響される部分があるので、気象庁の計測結果と必ずしも一致しないと言える。 

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38

経過時間（時）

気
温

（
℃

）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

相
対

湿
度

（
％

）

気温
相対湿度

 
図１ 学校から大雪山までの気温の測定結果（気温と相対湿度） 

 

 湿度のデータを見ると気温の上下に関わらず、大まかに見れば下がり続けている。特に

測定開始 35 時間後からは大きく下がっているが、エコログの気温がこのとき上昇し続け

ていたわけではないのでこれはおそらく航空機の空調によるものと思われる。また、測定

開始 38 時間後からも大きく下がっている。このときもエコログのさす気温は上昇し続け

てはいなかった。これは荷物を人のたくさんいる蒸し暑い環境から風通しのいい宿舎の部

屋に置いたことによって、湿度が大きく下がったものと思われる。 

 気圧のデータは大きな変化が見られた。横浜にいるときは気圧が 1010hPa だったのが、

測定開始 35 時間後に一気に 804hPa まで下がった。36 時間後くらいには 1003hPa ほどま

で気圧が上がったあと、測定開始 38 時間後から 39 時間後にかけてまた急に 894hPa まで

下がっている。測定開始から 35 時間後はちょうど羽田から旭川に飛行機に乗って向かっ

ている最中であったため、ここまで一気に気圧が下がったのは飛行機の影響である。 

 また、旭川到着後気圧が 1003hPa までしか上がらなかったのは羽田空港と旭川空港の

標高の違いによるものと思われる。東京航空局ホームページによると羽田空港の標高は

6.4m。それに対し旭川空港の標高は 210.5ｍとなっており、この約 200m の標高の違いが

7hPa の気圧差に影響しているようだ。 

 さらに 38 時間後から 39 時間後にかけて気圧が下がっているのは旭川中心部から大雪山

のふもとの宿舎に向かってバスで移動しているためと考えられる。旭川空港の標高は

210.5m、大雪山のふもとの宿舎の標高は 1090m で標高差が 880m くらいある。この標高

差によって気圧が低下していると考えられるが、それにしては気圧が下がりすぎているよ

うにも見える。エコログの誤差によるもの考えられる。 
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図 2 学校から大雪山までの気温の測定結果（気圧） 

 
1 日目②の観測結果（各種機器のデータ） 

 エコログデータは開始時刻がわからないのでデータとして使えないためレポートでは割

愛する。宿舎から天女が原までのハイキングコースを歩いて、標高が 20m あがるごとに測

定をした。帰りも同じように測定した。 

GPS は緯度・経度・高度を測定した。2 つの GPS で測定したが、両方が一致すること

はほとんどなく、少しずつずれる傾向にあった。緯度・経度は、数値の上ではそれほどず

れていないようにも見えるが実際には数十 m 程ずれている計算になる。平面上で数十 m

のずれはかなり大きな誤差と言える。GPS はそれほど当てにならないと言える。 

高度はしっかり計測していれば 20m ずつになっているはずだが、GPS を持って立つ位

置が急坂などで計測に適していない場合は少しずれた場所で測っている。このため高度の

差が 20m からは少しずれているところがある。しかしこれとは別に、2 つの GPS の間に

も少しずれがある。２人とも同じ場所で測っているはずなので 2 つの GPS の高度には差

は出ないはずなのだが、実際には緯度・経度と同じように電波の受信具合によって高度が

ずれることがあるようだ。登山のときにむやみやたらに GPS を信頼するのはこの測定結

果からすればあまりよくないものと思われる。 

気圧のデータは高度との関係を散布図にした。歩いた登った高度は 180m ほどだが、気

圧は 20hPa ほど下がっている。高度が上がれば気圧が下がり、高度が下げれば気圧が上が

ることがこの散布図からわかり、気圧と高度には負の相関が認められる。また、近似曲線

の式を出力すると「y=－0.083x+988.94」となり、「1m 標高があがるごとに気圧は 0.083hPa

下がる」ということがこの式からわかる。 



y = -0.083x + 988.94
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図３ 高度と気圧の関係 

 
気温・湿度のデータはそれほど大きな変化がなかった。気温は高度と関係なく時間を追

うごとに下がり、それとは逆に湿度は上がっている。気温が時間を追うごとに下がってい

ることから、これは日が暮れ始めて日射量が減ったことにより周囲が冷えて気温が下がり、

そのため相対的に湿度が上昇したと考えるのが妥当であろう。 
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図４ 気温と湿度の観測結果（1 日目②） 

 
O2 のデータを見ると数値が 18%から 21%の間でずっと安定していた。大気中の酸素濃

度は 20%ほどと学校で習った記憶があるので、だいたいこの数値も信頼できるものだと思

う。 

CO2 のデータは最初と 2 回目の数値がとびぬけて大きい。ここまで前 2 つの数値がずれ

てしまっているのは計測中に吐息がかかった可能性がある。O2 は吐息にほとんど含まれな

いので計測中に吐息がかかってもそれほど問題ないと思われるが、CO2 は吐息中に多く含

まれるため計器に吐息がかからないようにしなければならない。 

UVA のデータは明るさとの関係がわかりやすいように散布図にした。散布図の明るさデ

ータには light1 のみを用いた。これを見ると UVA・UVB ともに、明るさが多くなれば

UVA・UVB も多くなるという結果が出た。しかし、数値の増え方には差が認められた。



UVA の図は各数値の点が比較的散らばって並んでいるのに対して、UVB の図ではプロッ

トした点が比較的集まっていて傾きが UVA よりも緩やかになっている。この結果だけを

見れば UVA・UVB ともに太陽光線の中に含まれていること、UVA のほうが UVB よりも

圧倒的に地上に降り注ぐ量が多いこと、明るさが増えても UVB は UVA に比べてそこまで

大きく増えないということがわかる。 
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図５ 明るさと紫外線量（UVA）の関係 
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図 6 光度と紫外線量（UVB）の関係 

 
風のデータはどう扱っていいのかわからないのでここでは扱わない。 

 
2 日目の観測データ（各種機器データ） 

 エコログデータについては開始時刻がわからないのでデータとして使えないためレ

ポートでは割愛する。 

GPS のデータは片方の GPS が故障していたためひとつしか取れていないのでそれぞれ

のデータを比較することができない。 

緯度データを見ると宿舎のところの緯度は 43°38′51.6″となっているが、1/25000



地形図「旭岳」によるとこのあたりの緯度は 43°39′であり、少しずれている。他の地点

ではここまでおおきなずれは無かった。 

経度データを見ると宿舎のところの経度は 142°48′00.6″となっているが、これも

1/25000 地形図「旭岳」によれば 143°49′くらいなので 1′くらいずれていることにな

る。しかし、これも他の地点ではここと比べてもそれほど大きくずれていない。 

GPS の高度データと標識や地図から読み取った現実高度を比べると、GPS の数値は現

実高度よりも高くなったり低くなったりしている。高度のずれの範囲は－38m から＋33m

となっていて意外と大きい。特定の場所だと高度が高く表示されたり、低く表示されたり

することはないようだ。 

このことから GPS はやはり障害物が無くて電波を受信しやすい山の上だと緯度・経度

のずれが小さくなることがわかる。しかし、高度に関しては山の上のほうが大きくずれて

いる場合があるので、必ずしも電波が受信できるからといって正確な高度を測れるという

わけではないようだ。 

気圧のデータは 1 日目と同じように散布図にした。ここでも左上から右下へときれにプ

ロットした点が並んだ。途中ロープウェイを使ったため左上の２つの点とその他の点が大

きく離れている。ロープウェイは標高差 500m を一気に上るため、そのぶん気圧が急激に

下がっている。山の上では確かに僕たちは山を登っていたはずなのだが、気圧の測定値が

まったく同じポイントが５箇所もある。100m も標高があがっているのに気圧が変化して

いないのはかなり不思議だ。考えてみたのは「地面が太陽光線によって温められて、それ

によって空気が温められ、上昇することによって小さい上昇気流ができて気圧が低くなっ

た。」というものだが、あの日はそれほど暖かくなかったため説得力に欠ける。結局妥当な

原因は計測ミスということだろう。 

y = -0.0865x + 985.19
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図 7 高度と気圧の関係（2004 年 8 月 30 日） 

 
気温は夏にしては低めだった。山の上は障害物が無いため風が強く、この風の影響を受

けて気温が低くでているのかもしれない。特に６合目と７合目の間には天気がそれほど悪

くないにもかかわらず気温 13.7℃を記録している。８合目到着後天候が悪化して雨が降っ

てきたので、それよりあとの計測では気温が 13℃を下回っている。 
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図 8 気温と湿度の観測結果（2004 年 8 月 30 日） 

 

湿度のデータは晴れているうちは特に取り立てて扱うほどの数値はないが、天候が悪化

してからは湿度が急に高くなった。特に帰りの７合目では湿度が 100%を超えていて、雲

の中にいたことを実感できるデータとなった。 

O2 のデータを散布図にした。散布図の標高データには何箇所か現実高度がわからない場

所があったので、GPS で計測した高度を使用した。この図を見ると標高が高くなるにつれ

て酸素濃度が薄くなっているのがわかる。近似曲線をエクセルに描かせてその式を出力す

ると、「O2 センサー１ ｙ＝－0.0018x+20.383」・「O2 センサー２ y=－0.0019x+22.385」

となっていた。つまりこれらのデータから「標高が１m あがるごとに O2 濃度は約 0.0018%

下がる」ということがわかる。２台の計測器のデータでほぼ似たような式になっているこ

とから数値の信頼性は高いものと思われる。 
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図 9 高度と酸素濃度の関係 

 
CO2 のデータは２台ともちゃんと計測していてデータも取れているのだが、それぞれの

データがばらばらで共通点も見つからない。グラフも出力してみたけれどなにか法則のよ

うなものも見つからなかった。 

UVA は１日目に比べて数値が大きくなった以外とくに目新しいところはなかった。UVB



も１日目に比べて数値が大きくなっていた。明るさ自体はほとんど変化していないのに、

ここまで UVA・UVB の数値が変化したのは計測した時間による影響があると思われる。

午前８時ごろ太陽光線が通る空気の層は、日が沈みかけた午後４時ころに比べて、間にあ

る空気の層が薄いため、より多くの紫外線が空気の層を通過できたと考えることができる。

UVA のグラフの近似直線のデータを出力すると「y=0.0832x+463.88」となっている。つ

まり「light が１増えると UVA が 0.0832 増える」というふうになっている。さらに UVB

のグラフの近似直線の式は「y=0.0038x+28.062」となっている。つまり「light が１増え

ると UVB が 0.0038 増える」ということになる。 

風のデータはどう扱っていいのかわからないためここでも触れない。  

地表面温度は天候が悪化して太陽が雲に隠れてからは急激に温度が下がった。 
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図 10 明るさと UVA と UVB の関係 

 
３日目 エコログデータ 

気圧のデータをみると測定開始９時間後から急激に気圧が上昇している。この変化は大

雪山のふもとからバスで札幌に向かっているところで、山から平地に下りることで高度が

下がっていることによるものである。 

測定開始 10 時間後から 17 時間後くらいまで少し平坦になっている。しかし、その気圧

は北海道に来たときの 1003hPa を下回り、980hPa ほどしかない。これはおそらく台風に

よる影響を受けていると思われる。その証拠に飛行機に乗る前になると気圧が少しずつ上

昇している。このとき台風は札幌を通過していたので天気が少しずつ回復していた。 

飛行機に乗っているときは気圧が 790hPa まで下がった。羽田に着いてからは 1000hPa

まで気圧が回復していた。 
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図 11 気圧の変化 

 
気温・湿度は開始時刻がわからないのと、数値がわかりにくいので特にここでは扱わな

い。 

 

おわりに  

あまり必要ないと思われるグラフは省略した。エコログのデータをエクセル出力したの

はいいが開始時刻がそのデータに入っていないため使い物にならなかった。なんのための

エコログだったのだろうか。僕は GPS を担当したが、意外と数値が実際とずれているこ

とに驚いた。 

北海道では山で突然雨に降られたり、帰り際に台風が直撃したり選択気象の授業にふさ

わしい悪天候だったと思う。日頃体験できないことばかりだった。 
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注：本論文は３年選択科目地学Ⅱ（気象）の授業の一環として行った校外学習のレポート

を論文集用に編集したものである。 


